
令和８年度 財政・変革局Ｘ方針について 

 

■ 局区Ｘ方針とは 

 （概要） 

    局長・区長等を中心に局・区の経営的課題を自己点検し、変革課題とその解決に向け 

当該年度の取組事項を定めたもの。 

   （目的） 

・局長級職員のリーダーシップ発揮による自律的な変革の推進 

・局内職員への変革マインドの意識づけ 

・外部公表による市政変革に関する市民への理解浸透と検討過程の透明性の確保 
    

なお、取組みの進捗によって、抽象的な課題がより具体化した場合等で、課題の追加・ 
変更が必要となれば、進捗等の公表にあわせて、適宜Ｘ方針を修正する。 

 

 

■ 財政・変革局Ｘ方針について 

（１）課題数  全２件 

Ａレベル  ：行政サービスにおける現場の改善等にかかる課題 

Ｂ・Ｃレベル：政策的な変革課題（Ｃはより広域、将来を見据え、全庁横断的な視点を要する等）  

 

（２）主な課題・取組内容等 

・課題Ｂ 公共施設の価値向上と未利用市有地の商品化・流動化を原動力とした街のアップデート 

○公共施設マネジメントにあたっては、 

従来の保有量削減や維持管理の見直しなど「供給者目線」が中心の取組から、 

利便性向上や利用形態の最適化など「利用者目線」が中心の取組といった 

新たな発想へ転換する必要がある。 

〇また、公共施設マネジメントによって増加が見込まれる未利用市有地等のアセットを 

最大限活用し、都市の格の向上や財源の涵養に向け、最適な売却方法等の検討や、まち

づくり施策を包含した民間投資を呼び込む必要がある。 

〇そのため、Ｒ８年度については、以下の取組を行う。 

・新たな発想を踏まえた公共施設における新マネジメント方針の策定。 

・未利用市有地情報の集約・一元化と各種会議体の再編。 

・まちづくりの視点を踏まえた未利用市有地等の最適な売却・利活用方法の検討・実施。 

 

課題領域 Ａレベル Ｂレベル Ｃレベル 

課題数 ― ２件 ― 

政策分野 ― アセットマネジメント、税務 ― 
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・課題Ｂ 政策立案能力強化のための税務データオープン化 

〇将来の歳入確保（税源の涵養）につなげる観点から、税収構造や課税実態といった税務

の視点で市の現状を分析し、ＥＢＰＭ（証拠に基づく政策立案）に活用することで、各

局の政策立案能力を強化するとともに、効果的・効率的な行政運営の実現を目指す。 

〇税務データの活用により政策の有効性・効率性を高めることで、全庁的な行政コストの

削減や市民サービスの向上に資するとともに、税収面における政策効果を好循環させ、

持続可能で安定的な財政運営に繋げる。 

〇そのため、Ｒ８年度については、以下の取組を行う。 

・税務Ｘレポートの対象税目を拡大するとともに、他部署との連携スキームを構築。 

・税収推移を見える化するダッシュボードの試作。 

・上記の前提として、税務データ全体を整理・分析し、ＥＢＰＭへの有用性を検証。 
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公共施設の価値向上と未利用市有地の商品化・流動化を
原動力とした街のアップデート

◆取組に向けた推進体制（アセットマネジメント推進室）

◆土地売却収入の推移（財政・変革局所管分）

アセットマネジメント担当

公共施設マネジメント担当 財 産 活 用 推 進 担 当

〇公共施設の新マネジメント方針策定

〇未利用市有地情報の集約・一元化

〇まちづくりの視点を踏まえた未利用市有地の
最適な売却・利活用方法の検討・実施 など

「供給者目線」⇒「利用者目線」
など新たな発想へ転換

〇所管普通財産の管理・貸付

〇未利用市有地の売却

売却候補未利用
市有地の情報提供

所管普通財産
の情報提供

売却候補未利用
市有地の利活用確認

公マネ進捗
の情報提供

アセットマネジメント推進室

各局・教育委員会

〇新たに策定する公共施設の新マネジメント方針の視点による施設の最適化

「行政財産」⇒「普通財産」へ用途廃止

未利用市有地の
利活用について検討

未利用市有地等のアセットを最大限活用し、都市の格の向上や財源の涵養を推進
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政策立案能力強化のための税務データオープン化

◆税務データを政策形成に活用する取組イメージ

【税務Ｘレポート】

税務データから把握できる市内の動きを地図やグラフで見える化するダッシュボードポータルとして、
昨年１２月から運用開始（外部非公開）。

【個別の政策形成への活用】

政策立案部署が税務データを用いて様々な現状分析を行えるよう、データベースの整理と抽出・
提供の方法等について検討中。
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